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BEA WebLogic Platform
のサポート対象プラッ ト

フォーム
BEA WebLogic Server™、BEA WebLogic Portal™、BEA WebLogic Integration™ 
をはじめとする  BEA 製品は、 世界中で数千の顧客による利用実績を誇り ます。

BEA WebLogic Platform には、 それら  BEA 製品で培われたアプリ ケーシ ョ ン イ
ンフラス ト ラ クチャ  テク ノ ロジが搭載されています。 これらのテク ノ ロジは 
BEA WebLogic Workshop™ と統合され、 アプ リ ケーシ ョ ンの開発、 デプロイ メ

ン ト 、 および管理のための使いやすい統合インフラス ト ラ クチャ  プラ ッ ト
フォームと して提供されています。 

以降の節では、 WebLogic Platform コンポーネン トの重要なサポート情報、 およ

びサポート対象のハード ウェアと ソフ ト ウェアのプラ ッ ト フォームを示します。

� 重要なサポート情報

� WebLogic Platform 実行時コンポーネン ト の サポート対象プラ ッ ト フォーム

� リ リース  7.0 のサポート対象プラ ッ ト フォーム

� サービスパッ ク  1 のサポート対象プラ ッ ト フォーム

� サービス  パッ ク 2 のサポート対象プラ ッ ト フォーム

� WebLogic Platform の設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

� サポート対象データベースおよびド ライバ

� サポート対象 Web サーバ

� サポート対象 Web ブラウザ

� サポート対象ファ イアウォール

� ディ スク  スペース要件

� 以前のリ リースのサポート対象プラ ッ ト フォーム
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重要なサポート情報

BEA は、 多数のプラ ッ ト フォーム、 Java 仮想マシン （JVM）、 およびオペレー
ティ ング システム コンフ ィグレーシ ョ ンを認定しています。 BEA は、 厳しい内
部テス ト に合格したプラ ッ ト フォームだけを認定します。 特定の SDK、 オペ
レーテ ィング システム、 およびハード ウェア プラ ッ ト フォームに起因する問題
のために、 一部の環境で WebLogic Platform の動作が保証されない場合があ り ま
す。 

弊社のソフ ト ウェアは、 各種プラ ッ ト フォームおよびさまざまな Java 環境にお
いてテス ト されています。 弊社のマルチプラ ッ ト フォームテス ト  プログラムを
通して、 一部の Java 環境でのみ表面化するバグを検出する こ とによ り、 高品質
のソフ ト ウェアを実現しています。 WebLogic Platform 内で検出されたバグを修
正する過程で、 特定の Java 環境や基幹オペレーティ ング  システムのバグを発見
するこ と もあ り ます。 このよ う なバグを発見した場合、 それをベンダに報告し、

問題解決に向けて取り組みます。 また、 自社ソフ ト ウェアのバグにも対処しま

す。 一部のプラ ッ ト フォームに関しては、 WebLogic Platform の正常な稼働のた
めに必要な、 JVM の特定バージ ョ ンやオペレーティ ング  システムのパッチを指
定しています。 

このマニュアルに記載されているプラ ッ ト フォームに対してのみ、 認定および完

全なサポート を行います。 さ らに多くのプラ ッ ト フォームを認定するために作業

を進めています。 この Web ページに記載されていないプラ ッ ト フォームに関す
る情報については、 販売窓口にお問い合わせください。 

認定されたプラ ッ ト フォームのみを使用して  WebLogic Platform アプ リ ケーシ ョ
ンをデプロイする こ と を強くお勧めします。 また、 Sun Microsystems の Web サ
イ ト で、 技術情報や、 Sun が推奨するやパッチを定期的に確認して ください。 特
に断りのない限り、 お使いのプラ ッ ト フォームで使用可能な、 BEA 認定の JVM 
の最新バージ ョ ンを使用するよ うお勧めします。 認定されたコンフ ィ グレーシ ョ

ンを使っても、 アプ リ ケーシ ョ ン実行中にオペレーティ ング  システムや JVM の
問題が発生する場合もあ り ます。 推奨されている最新のオペレーティ ング  シス
テム、 および JVM のパッチがある場合はそのパッチを、 お使いのプラ ッ ト
フォームに必ずインス トールして ください。 特に断りのない限り、 認定されたプ

ラ ッ ト フォームと  JVM はすべて弊社の内部テス ト に合格したものです。 

注意 : BEA WebLogic Server でサポート されるプラ ッ ト フォームの詳細につい
ては、 『動作確認状況』 を参照して ください。
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WebLogic Platform 実行時コンポーネン トの サポート対象プラ ッ ト フォーム
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/certifications/certifications/index.html

WebLogic Platform 実行時コンポーネントの
サポート対象プラッ ト フォーム

この節では、 WebLogic Platform 7.0、 WebLogic Platform 7.0 Service Pack 1
（SP1） およびWebLogic Platform 7.0 Service Pack 2 （SP2） の実行時コンポーネ
ン ト でサポートするプラ ッ ト フォームの一覧を示します。

注意 : WebLogic Server などの個々のコンポーネン トは、他のコンポーネン トで
サポート されていないプラ ッ ト フォームでサポート上でサポート される

場合があ り ます。 全コンポーネン トにおけるサポート例外は、 各表で確

認できます。

サポート対象プラッ ト フォーム リ リース 参照

WebLogic Platform のすべての実行時コンポーネン ト ：
WebLogic Server、 WebLogic Workshop、 WebLogic 
Portal および WebLogic Integration

7.0 表 1

7.0 SP1 表 2 

7.0 SP2 表 3

BEA EDI Connect for WebLogic Integration 用の実行時
コンポーネン ト (EDI Connect は別途購入可能なオプ
シ ョ ン コンポーネン トです )

7.0 表 4

7.0 SP1 表 5

7.0 SP2 表 6
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リ リース 7.0 のサポート対象プラッ ト フォーム

表 1.  WebLogic Platform 7.0 (GA リ リース ) 実行時コンポーネン トのサポート対象プラ ッ ト
フォーム

オペレーティング シ
ステムとバージョン

必要な JDK ハードウェアとソフ ト

ウェアの要件

DBMS

詳細については、 サポー

ト対象データベースおよ

びド ライバを参照して く

ださい。

Microsoft Windows 
2000 Professional 
Edition + Service Pack 2 

以降1

JDK 1.3.1_032 � Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i 

� SQL Server 2000

� PointBase 4.23

Microsoft Windows 
2000 Advanced Server

JDK 1.3.1_032 � Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i 

� SQL Server 2000

� PointBase 4.23

Microsoft Windows NT 
(Server) 4.0 + Service 
Pack 6 以降

JDK 1.3.1_032 � Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i 

� SQL Server 7 SP34

� SQL Server 2000

� PointBase 4.23

� Sun Solaris 7

� Sun Solaris 8
JDK1.3.1_032,5 ,6 � UltraSparc 5 以降

� Sparc 168 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i 

� PointBase 4.23
4 BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 



WebLogic Platform 実行時コンポーネン トの サポート対象プラ ッ ト フォーム
� HP-UX 11.0

� HP-UX 11i7

（WebLogic Serverでの
みサポート。WebLogic 
Workshop 実行時コン
ポーネン ト を使用しな

い）

JDK 1.3.1_032 � 100 MHz 以上の HP 
9000 PA RISC

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i リ リース  2

� PointBase 4.23

Red Hat Linux 7.2

（WebLogic Server と
WebLogic Workshop 実
行時コンポーネン トの

組み合わせでの開発の

みサポート ）

JDK 1.3.1_032 � Intel Pentium II 以降の
プロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 9i

� PointBase 4.23

1. 設計、 開発およびアプ リ ケーシ ョンの検証に対してサポート されます。 プロダクシ ョ ン  サーバのデプロ
イ メ ン トはサポート されません。

2. JDK 1.3.1_03 は、BEA WebLogic Platform にバン ドルされ、BEA ホーム  ディレ ク ト リ の下位に自動的に
インス トールされます。

3. PointBase は、 コード  サンプル実行用と して WebLogic Platform に付属している、 ピュア Java の リ レー
シ ョナル データベース管理システムです。これは設計、開発およびアプ リ ケーシ ョ ンの開発に対してサポー
ト されます。 プロダクシ ョ ン  サーバのデプロイ メ ン トはサポート されません。 プロダクシ ョ ン環境で使う

には、 特別 PointBase プロダクシ ョ ン  ラ イセンスを購入して ください。

4. WebLogic Portal は SQL Server 7 をサポー ト していません。

5. UNIX システム上では、 WebLogic Portal は、 Java HotSpot Server VM で Java 2 SDK、 Standard Edition、
バージ ョ ン  1.3.1 を使う よ う コンフ ィグレーシ ョ ンされます。詳細については、 『WebLogic Portal 管理ガイ
ド 』 の 「System Administration」 にある 「Using the HotSpot Virtual Machine」 を参照してください。
http://e-docs.bea.com/wlp/docs70/admin/sysadmin.htm.

表 1.  WebLogic Platform 7.0 (GA リ リース ) 実行時コンポーネン トのサポート対象プラ ッ ト
フォーム

オペレーティング シ
ステムとバージョン

必要な JDK ハードウェアとソフ ト

ウェアの要件

DBMS

詳細については、 サポー

ト対象データベースおよ

びド ラ イバを参照して く

ださい。
BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 5



サービスパック 1 のサポート対象プラッ ト フォーム

6. Solaris オペレーティング  システムには、必ず最新の JDK 1.3.1_03 パッチを適用して ください。詳細につ

いては、 http://java.sun.com/j2se/1.3/install-solaris-patches.html を参照して ください。

7. このプラ ッ ト フ ォームで JVM を実行するには、 あ らかじめ HP 提供のパッチ GOLDAPPS11i および

HWEnable11i をインス トールしておかなければなり ません。

表 2.  WebLogic Platform 7.0 SP1実行時コンポーネン トのサポート対象プラ ッ ト フォーム

オペレーティング シ
ステムとバージョン

サポートする 
JDK

ハードウェアとソフ ト

ウェアの要件

DBMS
詳細については、 サポー

ト対象データベースおよ

びド ライバを参照して く

ださい。

Microsoft Windows 
2000 Professional 
Edition + Service Pack 2 

以降1

( 開発のみ )

� JDK 1.3.1_032

� JDK 1.3.1_043

� JDK 1.3.1_064

� WebLogic 
JRockit 7.0 

SP1 SDK5 ,6

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.27

� SQL Server 7 SP38

� SQL Server 2000

Microsoft Windows 
2000 Server +Service 
Pack 2 以降

� JDK 1.3.1_032

� JDK 1.3.1_043

� JDK 1.3.1_064

� WebLogic 
JRockit 7.0 

SP1 SDK5, 6

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.27

� SQL Server 7 SP38

� SQL Server 2000

Microsoft Windows 
2000 Advanced Server 
+ Service Pack 2 以降

� JDK 1.3.1_032

� JDK 1.3.1_043

� JDK 1.3.1_064

� WebLogic 
JRockit 7.0 

SP1 SDK5, 6

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.27

� SQL Server 7 SP38

� SQL Server 2000
6 BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 



WebLogic Platform 実行時コンポーネン トの サポート対象プラ ッ ト フォーム
Microsoft Windows NT 
(Server) 4.0 + Service 
Pack 6 以降

� JDK 1.3.1_032

� JDK 1.3.1_043

� JDK 1.3.1_064

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.27

� SQL Server 7 SP38

� SQL Server 2000

� Sun Solaris 79 , 10

� Sun Solaris 89, 10

� Sun Solaris 94, 9

� JDK 1.3.1_032

� JDK 1.3.1_043

� JDK 1.3.1_064

� UltraSparc 5 以降

� Sparc 168 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.27

� HP-UX 11.0

� HP-UX 11i11

(すべての WebLogic 
Platform コンポーネン
トで サポート される よ

うになった )

� JDK 

1.3.1_0510, 12

� JDK 1.3.1_06

� 100 MHz 以上の HP 
9000 PA RISC

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.27

� IBM AIX バージ ョ
ン 4.3.3

� IBM AIX 5L バー
ジ ョ ン 5.1 ML1

� IBM AIX 5L バー
ジ ョ ン 5.1 ML2

� JDK 1.3.1 
32-bit PTF 1 

(IY30887)10, 13

� JDK 1.3.1 
32-bit RTF 2 

(IY33957)10

� pSeries: PowerPC、 
Power3、 Power4

� 200 MHz 以上
—PowerPC: 200 MHz 
—POWER3: 450 MHz
—POWER4: 1 GHz

� 280 MB 以上の空き領
域

� 512 MB RAM 以上

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� DB2 7.2

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9.i Release 2

� PointBase 4.27

表 2.  WebLogic Platform 7.0 SP1実行時コンポーネン トのサポート対象プラ ッ ト フォーム

オペレーティング シ
ステムとバージョン

サポートする 
JDK

ハードウェアとソフ ト

ウェアの要件

DBMS
詳細については、 サポー

ト対象データベースおよ

びド ラ イバを参照して く

ださい。
BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 7



SuSE Linux for IBM 

zSeries/S39014 , 15

加えて、 Kernel 2.4.7 (
日付 05/21/02 以降のも
の ) にアップデート さ

れた SuSE Linux 
Enterprise Server 7 for 
S/390 updated to が必要

JDK 1.3.1 Service 
Refresh 2 Special 
Build (APAR 

PQ63617)16

� IBM S/390 G5 以降

� 180 MB 以上の空き領

域

� 1 GB RAM 以上

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 9i Release 1 
(Thin Driver)

� Oracle 9i Release 2(Thin 
Driver)

� DB2 7.2

Red Hat Linux 7.2

( 開発のみ、 すべての
WebLogic Platform 実
行時コンポーネン トで 
サポート )

� JDK 

1.3.1_032,10

� JDK 1.3.1_043

� JDK 1.3.1_064

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM 推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7

� Oracle 9i Release 2 17

� PointBase 4.27

Red Hat Linux 
Advanced Server 2.1

WebLogic JRockit 

7.0 SP1 SDK5,6

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM 推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7

� Oracle 9i Release 23

� PointBase 4.27

1. 設計、 開発およびアプ リケーシ ョ ンの検証に対してサポート されます。 プロダクシ ョ ン  サーバのデプロ
イ メ ン トはサポート されません。

2. この Sun JDK は、WebLogic Platform にバン ドルされ、 BEA ホーム  ディレ ク ト リ の下位に自動的にイン
ス トールされます。

3. WebLogic Server と  WebLogic Portal でのみサポート されます。

4. WebLogic Server 7.0 SP1 でのみサポート されます。

表 2.  WebLogic Platform 7.0 SP1実行時コンポーネン トのサポート対象プラ ッ ト フォーム

オペレーティング シ
ステムとバージョン

サポートする 
JDK

ハードウェアとソフ ト

ウェアの要件

DBMS
詳細については、 サポー

ト対象データベースおよ

びド ライバを参照して く

ださい。
8 BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 



WebLogic Platform 実行時コンポーネン トの サポート対象プラ ッ ト フォーム
5. WebLogic Workshop を WebLogic JRockit 7.0 SP1 で使用したい場合は、 BEA カスタマ サポート の Web
サイ ト よ りパッチをダウンロード してください。手順については、次の URL にある『BEA WebLogic Platform
リ リース  ノート 』 の 「Installing JRockit and the WebLogic Workshop Patch』 を参照してください。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/relnotes/index.html

6. BEA WebLogic JRockit 7.0 SP1 SDK は Java 2 Standard Edition、version 1.3.1_06 で動作確認されています。

7. PointBase は、 コード  サンプル実行用と して WebLogic Platform に付属している、 ピュア Java の リ レー
シ ョナル データベース管理システムです。 開発に対してサポート されます。 プロダクシ ョ ン環境で使うに
は、 特別 PointBase プロダクシ ョ ン ラ イセンスを購入して ください。

8. WebLogic Portal は SQL Server 7 をサポー ト していません。

9. JDK 1.3.1_03 を  Solaris オペレーテ ィング システムで使用する場合は、 最新の JDK 1.3.1_03 パッチをイ
ンス トールする必要があ り ます。 詳細については、 下記の URL を参照して ください。
http://java.sun.com/j2se/1.3/install-solaris-patches.html

10. サポート対象の HP-UX および Solaris プラ ッ ト フォーム (HP-UX 11.0、 HP-UX 11、 Solaris 7 、Solaris 8)
上では、 WebLogic Integration と WebLogic Portal は Java HotSpot Server VM で、 Java 2 SDK、 Standard
Edition、バージ ョ ン  1.3.1 を使う よ う コンフ ィグレーシ ョ ンされます。 Red Hat Linux 7.2 プラ ッ ト フォーム
上では、 WebLogic Integration と WebLogic Portal は Java HotSpot Client VM を使う よ う コンフ ィグレーシ ョ
ンされます。

IBM AIX プラ ッ ト フォーム上ではWebLogic Integration と  WebLogic Portal は Java HotSpot Server VM も
Client VM も使用せず、 IBM JDK を使います。 詳細については、 『WebLogic Portal 管理者ガイ ド』 の 「シ
ステム管理」 中の 「HotSpot Virtual Machine の使用」 を参照して ください。 このマニュアルは下記の URL
でご覧になれます。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/admin/sysadmin.htm.

11. このプラ ッ ト フォームで JVM を動作させる前に、HP よ り配布される  2 つのパッチ ( GOLDAPPS11i と
HWEnable11i) を必ずインス トールして ください。

12. この JDK の名称は HP-UX SDK 1.3.1.05 ですが、WebLogic Platform HP-UX インス トーラでは 1.3.1.03
と表記されています。

13. JDK 1.3.1 32-bit PTF1 (IY30887) は BEA WebLogic Platform にはバンドルされていません。 WebLogic
Platform を  IBM AIX システムにインス トールする前に、別個にインス トールして ください。JDK 1.3.1 32-bit
PTF1 (IY30887) のインス トール方法、 またこの JDK を  WebLogic Platform 7.0 SP1 と と もに使用する場合
の問題を修正する  e-fix のダウンロードについては、 『BEA WebLogic Platform リ リース  ノート 』 の 「AIX
Platform 上で WebLogic Platform を実行する」 を参照して ください。 このマニュアルは下記の URL でご覧
になれます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/plat-
form/docs70/relnotes/relnotes.html#aix

14. WebLogic Server 7.0 SP1 と  WebLogic Integration 7.0 SP1 でのみサポート されます。
BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 9



サービス パック 2 のサポート対象プラッ ト フォー
ム

15. JavaTM 2 Runtime Environment Standard Edition ( ビルド  1.3.1) Classic VM (build 1.3.1、 J2RE 1.3.1 IBM
ビルド  cx390131-20020622 (JIT 有効 : jitc)。 ダウンロードの手順については、次の URL にある 「IBM JVM
Build APAR PQ63617 のダウンロード手順」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/certifications/certifications/suse_l
inux_s390.html

16.  この IBM JVM (APAR PQ6361) 用のビルドは WebLogic Server 7.0 SP1 で必要となり ます。

17. BEA WebLogic Platform は Red Hat Linux 7.2 プラ ッ ト フォーム上の開発用に全面的に動作確認されてい
ますが、 Oracle 8.1.7 および 9.2.0 release も同様に Red Hat Linux 7.2 では開発用 (設計、 開発およびアプ リ

ケーシ ョ ンの検証 ) にのみサポート されます。 Oracle は Red Hat Linux 7.2 上の Oracle 8.1.7 および 9.2.0
release の全面的な製品サポート を提供していません。

表 3.  WebLogic Platform 7.0 SP2実行時コンポーネン トのサポート対象プラ ッ ト フォーム

オペレーティング シ
ステムとバージョン

サポートする 
JDK

ハードウェアとソフ ト

ウェアの要件

DBMS
詳細については、 サポー

ト対象データベースおよ

びド ライバを参照して く

ださい。

Microsoft Windows 
2000 Professional 
Edition + Service Pack 2 

以降1

� JDK 1.3.1_06

� JDK 1.4.12

� WebLogic 
JRockit 7.0 

SP2 SDK3

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 1

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.24

� SQL Server 7 SP35

� SQL Server 2000 SP1 お

よび SP26

� Sybase 12.57
10 BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 



WebLogic Platform 実行時コンポーネン トの サポート対象プラ ッ ト フォーム
Microsoft Windows 
2000 Server +Service 
Pack 2 以降

� JDK 1.3.1_06

� JDK 1.4.12

� WebLogic 
JRockit 7.0 

SP2 for SDK3

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 1

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.24

� SQL Server 7 SP35

� SQL Server 2000 SP1 お

よび SP26

� Sybase 12.57

Microsoft Windows 
2000 Advanced Server 
+ Service Pack 2 以降

� JDK 1.3.1_06

� JDK 1.4.12

� WebLogic 
JRockit 7.0 

SP2 for SDK3

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 1

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.24

� SQL Server 7 SP35

� SQL Server 2000 SP1 お

よび SP26

� Sybase 12.57

Microsoft Windows NT 
4.0 + Service Pack 6 以
降 r

� JDK 1.3.1_06

� JDK 1.4.12

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 1

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.24

� SQL Server 7 SP35

� SQL Server 2000 SP1 お

よび SP26

� Sybase 12.57

表 3.  WebLogic Platform 7.0 SP2実行時コンポーネン トのサポート対象プラ ッ ト フォーム

オペレーティング シ
ステムとバージョン

サポートする 
JDK

ハードウェアとソフ ト

ウェアの要件

DBMS
詳細については、 サポー

ト対象データベースおよ

びド ラ イバを参照して く

ださい。
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Microsoft Windows XP1 � JDK 1.3.1_06

� JDK 1.4.12

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 1

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.24

� SQL Server 7 SP35

� SQL Server 2000 SP1 お

よび SP26

� Sybase 12.57

� Sun Solaris 78

� Sun Solaris 88

� Sun Solaris 98

� JDK 1.3.1_06

� JDK 1.4.12

� UltraSparc 5 以降

� Sparc 168 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7 

� Oracle 9i Release 1

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.24

� Sybase 12.57

IA32 上の Red Hat 

Linux 7.21,8

(すべてのWebLogic 
Platform 実行時コン
ポーネン トで サポート
)

� JDK 1.3.1_06 � Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM 推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� PointBase 4.24

� Sybase 12.57

IA32 上の Red Hat 
Linux Advanced Server 
2.1

WebLogic JRockit 

7.0 SP2 SDK3

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM 推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� Oracle 8.1.7

� Oracle 9i Release 1

� Oracle 9i Release 2

� PointBase 4.24

� Sybase 12.57

1. 設計、 開発およびアプ リケーシ ョ ンの検証に対してサポート されます。 プロダクシ ョ ン  サーバのデプロ
イ メ ン トはサポート されません。

表 3.  WebLogic Platform 7.0 SP2実行時コンポーネン トのサポート対象プラ ッ ト フォーム

オペレーティング シ
ステムとバージョン

サポートする 
JDK

ハードウェアとソフ ト

ウェアの要件

DBMS
詳細については、 サポー

ト対象データベースおよ

びド ライバを参照して く

ださい。
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WebLogic Platform 実行時コンポーネン トの サポート対象プラ ッ ト フォーム
2. WebLogic Server 7.0 SP2 ク ラ イアン ト と  WebLogic Workshop (実行時 ) 7.0 SP2 でのみサポート されま
す。この SDK は E-Business Control Center (WebLogic Portal ク ラ イアン ト ) または WebLogic Integration ク
ラ イアン トではサポート されません。

3. BEA WebLogic JRockit 7.0 SP2 SDK は Java 2 Standard Edition、 バージ ョ ン  1.3.1_06 で動作確認されて
います。

4. PointBase は、 コード  サンプル実行用と して WebLogic Platform に付属している、 ピュア Java の リ レー
シ ョナル データベース管理システムです。これは設計、開発およびアプ リ ケーシ ョ ンの開発に対してサポー
ト されます。 プロダクシ ョ ン  サーバのデプロイ メ ン トはサポート されません。 プロダクシ ョ ン環境で使う
には、 特別 PointBase プロダクシ ョ ン  ラ イセンスを購入して ください。

5. WebLogic Integration と  WebLogic Portal は SQL Server 7 をサポート していません。

6. Microsoft for SQL Server 2000 SP2 で推奨されている適切なパッチを適用済みであるこ と を確認して くだ
さい。 詳細については、 次の URL でご確認ください。 http://support.microsoft.com.

7. WebLogic Integration と  WebLogic Workshop ではサポー ト されません。

8. Solaris 7、 Solaris 8 および Solaris 9 では WebLogic Integration および WebLogic Portal は Java 2 Standard
Edition バージ ョ ン  1.3.1_06 with Java HotSpot Server VM を使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ン されま
す。

Red Hat Linux 7.2 プラ ッ ト フォームでは、 WebLogic Integration および WebLogic Portal は Java HotSpot
Client VM を使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされます。

詳細については次の  URL にある 『WebLogic Portal 管理者ガイ ド』 「システム管理」 の 「HotSpot Virtual
Machine の使用」 を参照して ください。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/admin/sysadmin.htm
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BEA EDI Connect for WebLogic Inegration 
Server リ リース 7.0のサポート対象プラッ ト
フォーム

表 4.  BEA EDI Connect for WebLogic Inegration Server のサポート対象プラ ッ ト フォーム
（WebLogic Platform 7.0 GA で使用可能）

サーバ コンポー
ネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

システム要件 サポート対象 DBMS

Power.Enerprise 
Server! version 3.1

� Windows NT 4.0

� Windows 2000

� Sun Solaris 7

� HP-UX 11

� AIX バージ ョ ン  4.3.3

� 最小 512 MB RAM、 1 
GB を推奨

� 100 MB のディ ス ク空
き容量

� Oracle 8i

� SQL Server 2000

� DB2 バージ ョ ン  7.1
14 BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 



WebLogic Platform 実行時コンポーネン トの サポート対象プラ ッ ト フォーム
BEA EDI Connect for WebLogic Inegration 
Server リ リース 7.0 SP1 のサポート対象プラッ ト
フォーム

表 5.  BEA EDI Connect for WebLogic Inegration Server のサポート対象プラ ッ ト フォーム
（WebLogic Platform 7.0 SP1 で使用可能）

サーバ コンポー
ネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

システム要件 サポート対象 DBMS

Power.Enerprise 
Server! version 3.1

� Windows NT 4.0

� Windows 2000 SP2

� Sun Solaris 7

� HP-UX 11

� AIX バージ ョ ン  4.3.3

� AIX 5L v5.1 ML1

� Red Hat Linux 7.2

� 最小 512 MB RAM、 1 
GB を推奨

� 100 MB のディ ス ク空
き容量

� Oracle 8.1.7

� SQL Server 2000

� DB2 バージ ョ ン  7.2
BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 15



BEA EDI Connect for WebLogic Inegration 
Server リ リース 7.0 SP2 のサポート対象プラッ ト
フォーム

表 6.  BEA EDI Connect for WebLogic Inegration Server のサポート対象プラ ッ ト フォーム
（WebLogic Platform 7.0 SP2 で使用可能）

サーバ コンポー
ネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

システム要件 サポート対象 DBMS

Power.Enerprise 
Server! version 3.1

� Windows NT 4.0

� Windows 2000 SP2

� Sun Solaris 7

� Sun Solaris 8

� 最小 512 MB RAM 、 1 
GB を推奨

� 100 MB のディ ス ク空
き容量

� Oracle 8.1.7

� Oracle 9i Release 1

� Oracle 9i Release 2
16 BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 



WebLogic Platform の設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム
WebLogic Platform の設計開発ツールのサ
ポート対象プラッ ト フォーム

次の表は、 WebLogic Portal コンポーネン トで使用できるグラフ ィカル ク ラ イア
ン ト  ツール E-Business Control Center などの、 WebLogic Platform の設計開発
ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム一覧です。

表 サポート されるプラッ ト フォーム

表 7 WebLogic Platform 7.0 general availability (GA) リ
リース

表 8 WebLogic Platform 7.0 SP1

表 9 WebLogic Platform 7.0 SP2
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リ リース 7.0 GA の設計開発ツールのサポート対象
開発プラッ ト フォーム

表 7.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リース  設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

必須 JDK システム要件

WebLogic Workshop IDE Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.4

（WebLogic 
Workshop IDE と共
にインス トールさ

れる）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

Microsoft Windows 
NT 4.0 + Service 
Pack 6 以降

JDK 1.4

（WebLogic 
Workshop IDE と共
にインス トールさ

れる）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

Microsoft Windows 
XP

JDK 1.4

（WebLogic 
Workshop IDE と共
にインス トールさ

れる）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

Red Hat Linux 7.2 JDK 1.4

（WebLogic 
Workshop IDE と共
にインス トールさ

れる）

� Intel Pentium II 以降のプ
ロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース
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WebLogic Platform の設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム
E-Business Control 
Center

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1_03
（EBCC ク ラ イアン
ト と共にインス

トールされる）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� 60 MB のディス ク空き容
量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� 1024x768 ピ クセルの画面
解像度

Microsoft Windows 
NT 4.0 + Service 
Pack 6 以降

JDK 1.3.1_03
（EBCC ク ラ イアン
ト と共にインス

トールされる）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� 60 MB のディス ク空き容
量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

� 1024x768 ピ クセルの画面
解像度

表 7.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リース 設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

必須 JDK システム要件
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WebLogic Integration 
Client （Studio、
Worklist、 Format 
Builder)

Microsoft Windows 
NT 4.0 + Service 
Pack 6 以降

JDK 1.3.1_03 （WLI 
ク ラ イアン ト と共

にインス トールさ

れる）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� 60 MB のディ ス ク空き容
量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1_03 （WLI 
ク ラ イアン ト と共

にインス トールさ

れる）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� WebLogic Server に必要
なディス ク容量に加え、

10MB のディ ス ク空き容
量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

Contivo Analyst 3.5 Microsoft Windows 
NT 4.0 + Service 
Pack 6 以降

JDK 1.3.1_02

（Contivo Analyst ソ
フ ト ウェアと共に

インス トールされ

る）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上を推奨

� 256 MB RAM 以上を推奨

� 25 MB のディ ス ク空き容
量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1_02
（Contivo Analyst ソ
フ ト ウェアと共に

インス トールされ

る）

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 256 MB RAM 以上を推奨

� 25 MB のディ ス ク空き容
量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  イ
ンタフェース

表 7.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リース  設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

必須 JDK システム要件
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WebLogic Platform の設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム
WebLogic Integration の 
BEA EDI Connect （別
売） ク ラ イアン ト  コン
ポーネン ト  ：
Power.Enterprise Map!、
Power.Enterprise 
Manager! version 3.1

Microsoft Windows 
NT 4.0 + Service 
Pack 6 以降

なし � 最低 266 MHz Intel 
Pentium、 400 MHz 
Pentium III を推奨

� 最小 128 MB RAM、 256 
MB RAM を推奨

� 50 MB のディス ク空き容
量

� Internet Explorer 5.x

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 以降

なし � 最低 266 MHz Intel 
Pentium、 400 MHz 
Pentium III を推奨

� 最小 128 MB RAM、 256 
MB RAM を推奨

� 50 MB のディス ク空き容
量

� Internet Explorer 5.x

表 7.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リース 設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

必須 JDK システム要件
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サービスパック 1 の設計開発ツールのサポート対
象開発プラッ ト フォーム

表 8.  WebLogic Platform 7.0 SP1設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件

WebLogic 
Workshop IDE

Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Red Hat Linux 7.2 JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース
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WebLogic Platform の設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム
E-Business Control 
Center

Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

� JDK 1.3.1_03 ( EBCC 
ク ラ イアン ト と共にイ

ンス トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� 60 MB のディ ス ク空
き容量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

� 1024x768 ピ クセルの
画面解像度

WebLogic 
Integration Client ( 
Studio、 Worklist、 
Format Builder)

Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1_03 (WLI ク ラ イ
アン ト と共にインス トー

ルされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� WebLogic Server に必
要なディス ク容量に

加え、 10 MB のディ
ス ク空き容量 )

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

表 8.  WebLogic Platform 7.0 SP1設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件
BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 23



Contivo Analyst 3.6 Microsoft Windows NT 4.0 
with Service Pack 6 以降

JRE 1.3.1_03 (Contivo 

Analyst ソフ ト ウェアと共
にインス トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上を推奨

� 256 MB RAM 以上を
推奨

� 25 MB のディ ス ク空
き容量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Microsoft Windows 2000 
Professional + Service 
Pack 2 以上

JRE 1.3.1_03 (Contivo 
Analyst ソフ ト ウェアと共
にインス トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 256 MB RAM 以上を
推奨

� 25 MB ディ ス ク空き
容量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

表 8.  WebLogic Platform 7.0 SP1設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件
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WebLogic Platform の設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム
WebLogic 
Integration の 
BEA EDI Connect 
（別売） ク ラ イア
ン ト  コンポーネ
ン ト  ：
Power.Enterprise 
Map!、
Power.Enterprise 
Manager! version 
3.1

Microsoft Windows NT 
4.0 + Service Pack 6 以降

なし � 最低 266 MHz Intel 
Pentium、 400 MHz 
Pentium III を推奨

� 最小 128 MB RAM、
256 MB RAM を推奨

� 50 MB のディ ス ク空
き容量

� Internet Explorer 5.x

Microsoft Windows 2000 
Professional + Service 
Pack 2 以降

なし � 最低 266 MHz Intel 
Pentium、 400 MHz 
Pentium III を推奨

� 最小 128 MB RAM、
256 MB RAM を推奨

� 50 MB のディ ス ク空
き容量

� Internet Explorer 5.x

表 8.  WebLogic Platform 7.0 SP1設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件
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サービスパック 2 の設計開発ツールのサポート対
象開発プラッ ト フォーム

表 9.  WebLogic Platform 7.0 SP2設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件

WebLogic 
Workshop IDE

Microsoft Windows NT 
4.0 + Service Pack 6 以降

JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Microsoft Windows 2000 
Server + Service Pack 2 
以降

JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Microsoft Windows 2000 
Advanced Server + 
Service Pack 2 以降

JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース
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WebLogic Platform の設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム
WebLogic 
Workshop IDE (続
き )

Microsoft Windows XP JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Red Hat Linux 7.2 JRE 1.4

(WebLogic Workshop IDE 
と共にインス トールされ

る )

� Intel Pentium II 以降
のプロセッサ

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

E-Business 
Control Center

Microsoft Windows NT 
4.0 + Service Pack 6 以降

JDK 1.3.1_06 ( EBCC ク ラ
イアン ト と共にインス

トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

� 1024x768 ピ クセルの
画面解像度

Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1_06 ( EBCC ク ラ
イアン ト と共にインス

トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� 60 MB のディ ス ク空
き容量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

� 1024x768 ピ クセルの
画面解像度

表 9.  WebLogic Platform 7.0 SP2設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件
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E-Business 
Control Center (
続き )

Microsoft Windows 2000 
Server + Service Pack 2 
以降

JDK 1.3.1_06 ( EBCC ク ラ
イアン ト と共にインス

トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

� 1024x768 ピクセルの
画面解像度

Microsoft Windows 2000 
Advanced Server + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1_06 ( EBCC ク ラ
イアン ト と共にインス

トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

� 1024x768 ピクセルの
画面解像度

Microsoft Windows XP JDK 1.3.1_06 ( EBCC ク ラ
イアン ト と共にインス

トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

� 1024x768 ピクセルの
画面解像度

表 9.  WebLogic Platform 7.0 SP2設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件
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WebLogic Platform の設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム
WebLogic 
Integration Client ( 
Studio、 Worklist、 
Format Builder)

Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1_06 (WLI ク ラ イ
アン ト と共にインス トー

ルされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� WebLogic Server に必
要なディス ク容量に

加え、 10 MB のディ
ス ク空き容量 )

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Microsoft Windows NT 
4.0 + Service Pack 6 以降

JDK 1.3.1_06 (WLI ク ラ イ
アン ト と共にインス トー

ルされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 512 MB RAM を推奨

� WebLogic Server に必
要なディス ク容量に

加え、 10 MB のディ
ス ク空き容量 )

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

表 9.  WebLogic Platform 7.0 SP2設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件
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Contivo Analyst 
3.7

Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

JRE 1.3.1_06 (Contivo 

Analyst ソフ ト ウェアと共
にインス トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上を推奨

� 256 MB RAM 以上を
推奨

� 25 MB のディ ス ク空
き容量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

Microsoft Windows 2000 
Professional + Service 
Pack 2 以上

JRE 1.31_06 (Contivo 
Analyst ソフ ト ウェアと共
にインス トールされる )

� Intel Pentium II 以降

� 400 MHz 以上

� 256 MB RAM 以上を
推奨

� 25 MB ディ ス ク空き
容量

� TCP/IP ネッ ト ワーク  
インタフェース

表 9.  WebLogic Platform 7.0 SP2設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件
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サポー ト対象データベースおよびド ライバ
サポート対象データベースおよびドライバ

WebLogic Platform 7.0 では、 次のデータベース関連リ ソースが必要です。

� ローカル ネッ ト ワークにインス トールされているデータベース  サーバへの
アクセス

� テーブルを使用したデータベースを作成するのに十分な特権を持つ、 データ

ベース  サーバ アカウン ト

BEA EDI Connect 
for WebLogic 
Integration 用の実
行時コンポーネ

ン ト (EDI 
Connect は別途購
入可能なオプ

シ ョ ン コンポー
ネン ト )
ク ラ イアン ト  コ
ンポーネン ト : 
Power.Enterprise 
Map! および 
Power.Enterprise
Manager! version 
3.1

Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

なし � 最小 266 MHz Intel 
Pentium 以上、 400 
MHz Pentium III 推奨

� 最小 128 MB RAM 以
上、 256 MB RAM 推
奨

� 50 MB ディ ス ク空き
容量

� Internet Explorer 5.x

Microsoft Windows 2000 
Professional + Service 

Pack 2 以上

なし � 最小 266 MHz Intel 
Pentium 以上、 400 
MHz Pentium III 推奨

� 最小 128 MB RAM 以
上、 256 MB RAM 推
奨

� 50 MB ディ ス ク空き
容量

� Internet Explorer 5.x

表 9.  WebLogic Platform 7.0 SP2設計開発ツールのサポート対象プラ ッ ト フォーム

WebLogic 
Platform コン

ポーネント

オペレーティング シス
テムとバージョン

必須 JDK システム要件
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こ こでは、 WebLogic Platform 7.0、 SP1 および SP2 でサポート されている
データベースおよび必要なド ライバを示します。

これらの表で説明されているデータベースがご使用のプラ ッ ト フォームでサポー

ト されているかど うかを確認するには、 表 1、 表 2および 表 3 を参照して くだ
さい。 

注意 : サポート されている各データベースに必要な  JDBC ド ラ イバは、 BEA 
WebLogic Server 配布キッ ト に付属しています。 WebLogic.jar ファ イル
には、 適用可能なク ラス  ファ イルがあ り ます。 

表 WebLogic Platform のバージョン

表 10 7.0 GA (General Availability) 

表 11 7.0 SP1

表 12 7.0 SP2
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サポー ト対象データベースおよびド ライバ
リ リース 7.0 のサポート対象データベースおよびド
ライバ

表 10.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リースのサポート対象データベース  タイプおよびド ラ イ
バ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注

PointBase 4.2 � デフォルト WebLogic Platform には、 コード  サンプ

ルの実行を可能にする  PointBase ソフ ト

ウェア、 つま り ピュア Java リ レーシ ョ

ナル管理システム （RDBMS） が同梱さ

れています。 PointBase は設計、 開発お

よびアプ リケーシ ョ ンの開発に対して

サポート されます。 プロダクシ ョ ン  
サーバのデプロイ メ ン トはサポート さ

れません。 プロダクシ ョ ン環境で使う

には、 特別な  PointBase プロダクシ ョ ン 
ラ イセンスを購入して ください。

Oracle 8.1.7 � Oracle Thin ド ラ イバ 8.1.7 

� Oracle Thin/XA ド ラ イバ 

8.1.71

� BEA WebLogic jDriver for 

Oracle2

WebLogic Server で Oracle Thin Driver を
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法につい

ては、 次の URL の 「WebLogic Server 
でのサードパーテ ィ  ド ラ イバの使い方」

を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/jdbc/thirdparty.ht
ml
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Oracle 9i � Oracle Thin ド ラ イバ 9.0.1 

� Oracle Thin/XA ド ラ イバ 

9.0.11

� BEA WebLogic jDriver for 

Oracle2

WebLogic Server で Oracle Thin Driver を
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法につい

ては、 『WebLogic JDBC プログラマーズ  
ガイ ド 』 の 「WebLogic Server でのサー

ドパーティ  ド ラ イバの使い方

」 を参照して ください。 このドキュ メ

ン トは次の URL の WebLogic Server ド
キュ メ ン ト  セッ トから入手できます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/jdbc/thirdparty.ht
ml

MS SQL Server 7.0 

Service Pack 33
BEA WebLogic jDriver for 
Microsoft SQL Server

WebLogic Server 7.0 配布キッ ト同梱の 
BEA の WebLogic jDriver for Microsoft 
SQL は、 ピュア  Java の Type 4 JDBC ド
ラ イバであ り、 Microsoft SQL Server へ
の接続を提供します。

WebLogic Portal を除くすべての

WebLogic Platform コンポーネン トは、

Windows NT および Windows 2000 SP2 上
で Microsoft SQL Server 7.0 をサポー ト し

ます。

Microsoft SQL Server ラ イセンス機能は、

WebLogic Server をインス トールした 
BEA ホーム  ディレク ト リ内のラ イセン

ス  フ ァ イルにあ り ます。 例 :
c:¥bea¥license.bea

詳細については、 次の URL の
『WebLogic jDriver for Microsoft SQL 
Server のインス トールと使い方』 を参照

して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/mssqlserver4/index
.html

表 10.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リースのサポート対象データベース タイプおよびド ライ
バ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注
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サポー ト対象データベースおよびド ライバ
MS SQL Server 2000 
Service Pack 1

BEA WebLogic jDriver for 
Microsoft SQL Server

WebLogic Server 7.0 配布キッ ト同梱の 
BEA WebLogic jDriver for Microsoft SQL 
は、 ピュア Java の Type 4 JDBC ド ラ イ

バであ り、 Microsoft SQL Server への接

続を提供します。

Microsoft SQL Server ラ イセンス機能は、

WebLogic Server をインス トールした 
BEA ホーム ディ レク ト リ内のラ イセン

ス  ファ イルにあ り ます。 例 :
c:¥bea¥license.bea

詳細については、 次の URL の
『WebLogic jDriver for Microsoft SQL 
Server のインス トールと使い方』 を参照

して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/mssqlserver4/index
.html

1. WebLogic Portal またはWebLogic Integration ではサポート なし

2. WebLogic Server は WebLogic jDriver for Oracle 8.1.7 and Oracle 9.0.1 の XA および 非 XA バージ ョ ンを
と もにサポー ト します。 WebLogic Integration と  WebLogic Portal は WebLogic jDriver for Oracle をサポー
ト しません。

3. WebLogic Portal ではサポート なし

表 10.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リースのサポート対象データベース  タイプおよびド ラ イ
バ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注
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サービス パック  1 のサポート対象データベースお
よびドライバ

表 11.  WebLogic Platform 7.0 SP1 のサポート対象データベース  タイプおよびド ライバ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注

DB2 7.2 IBM DB2 Type 2 driver すべての WebLogic Platform コンポーネ
ン ト  (WebLogic Server、 WebLogic 
Workshop、WebLogic Integration および 
WebLogic Portal) は IBM AIX 5L v5.1 
platform でサポート されていますが、
WebLogic Workshop は DB2 をサポート
していません。

WebLogic Server と  WebLogic Integration 
は SuSE Linux for IBM zSeries S/390 と  
DB2 の組み合わせ上でサポー ト されて
います。

WebLogic Integration コンポーネン ト をイ
ンス トール後、 setenv.sh ファ イルに 
DB2_HOME 環境変数を定義して くださ
い。

BEA WebLogic Server で IBM DB2 Type 2 
ド ラ イバをコンフ ィグレーシ ョ ンする

方法については、 『WebLogic JDBC プロ
グラマーズ ガイ ド 』 の 「WebLogic 
Server でのサードパーテ ィ  ド ラ イバの
使い方」 を参照して ください。 このド

キュ メ ン トは次の URL の WebLogic 
Server ドキュ メ ン ト  セッ トから入手で
きます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/jdbc/thirdparty.ht
ml
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サポー ト対象データベースおよびド ライバ
Oracle 8.1.71 � Oracle Thin driver 8.1.7 

� Oracle Thin/XA driver 8.1.72

� Oracle Thin driver 9.2.0 

� Oracle Thin/XA driver 9.2.02

� BEA WebLogic jDriver for 

Oracle3

WebLogic Server で Oracle Thin Driver を
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法につい

ては、 『WebLogic JDBC プログラマーズ 
ガイ ド 』 の 「WebLogic Server でのサー
ドパーテ ィ  ド ラ イバの使い方」 を参照
して ください。 このドキュ メ ン トは次

の URL の WebLogic Server ドキュ メ ン
ト  セッ トから入手できます。
http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/jdbc/thirdparty.ht
ml

Oracle 9i Release 1 � Oracle Thin ド ラ イバ 9.0.1 SuSE Linux for IBM zSeries/S390 プラ ッ
ト フォーム上において WebLogic Server 
と  WebLogic Integration でサポート され
ます。

Oracle 9i Release 2 � Oracle Thin ド ラ イバ 9.2.0

� Oracle Thin/XA ド ラ イバ 

9.2.02, 4

� BEA WebLogic jDriver for 

Oracle3

WebLogic Portal は Thin ド ラ イバでのみ
動作確認されています。 WebLogic Server 
およびWebLogic Integration は Thin/XA 
ド ラ イバで動作確認されています。

SuSE Linux 390 for IBM zSeries/S390 上で
は、 このデータベースはWebLogic 
Server および WebLogic Integration でのみ
サポート されます。

WebLogic Server で Oracle Thin Driver を
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法につい

ては、 『WebLogic JDBC プログラマーズ 
ガイ ド 』 の 「WebLogic Server でのサー
ドパーテ ィ  ド ラ イバの使い方

」 を参照して ください。 このドキュ メ

ン トは次の URL の WebLogic Server ド
キュ メ ン ト  セッ トから入手できます。
http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/jdbc/thirdparty.ht
ml

表 11.  WebLogic Platform 7.0 SP1 のサポート対象データベース  タイプおよびド ラ イバ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注
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MS SQL Server 7.0 

Service Pack 35
BEA WebLogic jDriver for 
Microsoft SQL Server 

WebLogic Server 7.0 配布キッ ト同梱の 
BEA の WebLogic jDriver for Microsoft 
SQL は、 ピュア  Java の Type 4 JDBC ド
ラ イバであ り、 Microsoft SQL Server へ
の接続を提供します。

WebLogic Portal を除くすべての 

WebLogic Platform コンポーネン トは、 
Windows NT およびWindows 2000 SP2 で 
Microsoft SQL Server 7.0 をサポート しま
す。

Microsoft SQL Server ラ イセンス機能は、
WebLogic Server をインス トールした 
BEA ホーム  ディレク ト リ内のラ イセン
ス  フ ァ イルにあ り ます。 例 :
c:¥bea¥license.bea

詳細については、 次の URL の
『WebLogic jDriver for Microsoft SQL 
Server のインス トールと使い方』 を参照
して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/mssqlserver4/index
.html

表 11.  WebLogic Platform 7.0 SP1 のサポート対象データベース  タイプおよびド ライバ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注
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サポー ト対象データベースおよびド ライバ
MS SQL Server 2000 
Service Pack 1

� BEA WebLogic jDriver for 
Microsoft SQL Server 

� MS SQL Server Type 4 Driver 

for SQL Server 20005

WebLogic Server 7.0 配布キッ ト同梱の 
BEA の WebLogic jDriver for Microsoft 
SQL は、 ピュア Java の Type 4 JDBC ド
ラ イバであ り、 Microsoft SQL Server へ
の接続を提供します。

WebLogic Portal を除くすべての 

WebLogic Platform コンポーネン トは、 
Windows NT およびWindows 2000 SP2 で 
Microsoft SQL Server 7.0 をサポート しま
す。

Microsoft SQL Server ラ イセンス機能は、
WebLogic Server をインス トールした 
BEA ホーム ディ レク ト リ内のラ イセン
ス  ファ イルにあ り ます。 例 :
c:¥bea¥license.bea

詳細については、 次の URL の
『WebLogic jDriver for Microsoft SQL 
Server のインス トールと使い方』 を参照
して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/mssqlserver4/index
.html

1. WebLogic Server は Oracle Thin Driver for Oracle 8.1.7 および Oracle 9i Release 2 の、XA バージ ョ ンおよび
非 XA バージ ョ ンの両方をサポート します。

2. WebLogic Portal または WebLogic Integration ではサポート なし

3. WebLogic Integration と  WebLogic Portal は Oracle jDriver をサポート していません。 WebLogic Server と
WebLogic Workshop は Oracle jDriver をサポー ト していますが、 SuSE Linux for IBM zSeries/S390 との組
み合わせはサポート していません。

4. Oracle Thin/XA Driver 9.2.0 と  Oracle 9.2.0 データベースおよびト ランザクシ ョ ンを使用した場合の問題
については、 次の URL にある WebLogic Server 7.0 SP2 『 リ リース  ノート 』 の 「確認済みの問題」 を参照
してください。

http://edocs.beasys.co.jp/wls/docs70/notes/issues.html#jdriver_known_iss
ues_sp2

表 11.  WebLogic Platform 7.0 SP1 のサポート対象データベース  タイプおよびド ラ イバ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注
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サービス パック  2 のサポート対象データベースお
よびドライバ

5. WebLogic Portal ではサポート なし

表 12.  WebLogic Platform 7.0 SP2 のサポート対象データベース  タイプおよびド ラ イバ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注

PointBase 4.2 � デフォル ト WebLogic Platform には、 コード  サンプ

ルの実行を可能にする  PointBase ソフ ト

ウェア、 つま り ピュア Java リ レーシ ョ

ナル管理システム （RDBMS） が同梱さ

れています。 PointBase は開発用にのみ

提供されています。 プロダクシ ョ ン環

境で使うには、 特別な PointBase プロダ

クシ ョ ン  ラ イセンスを購入して くださ

い。

Oracle 8.1.71 � Oracle Thin driver 8.1.7 

� Oracle Thin/XA driver 8.1.72

� Oracle Thin driver 9.0.1 

� Oracle Thin/XA driver 9.0.12

� Oracle Thin driver 9.2.0

� Oracle Thin/XA driver 9.2.02

� BEA WebLogic jDriver for 

Oracle3

WebLogic Server で Oracle Thin Driver を
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法につい

ては、 『WebLogic JDBC プログラマーズ  
ガイ ド 』 の 「WebLogic Server でのサー

ドパーティ  ド ラ イバの使い方

」 を参照して ください。 このドキュ メ

ン トは次の URL の WebLogic Server ド
キュ メ ン ト  セッ トから入手できます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/jdbc/thirdparty.ht
ml

Oracle 9i Release 11 � Oracle Thin driver 9.0.1 

� Oracle Thin/XA driver 9.0.12
WebLogic Platform 7.0 SP2 がサポー ト さ

れるすべてのプラ ッ ト フォーム上で、

WebLogic Server と  WebLogic 
Integration のみサポート されます。
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サポー ト対象データベースおよびド ライバ
Oracle 9i Release 21 � Oracle Thin driver 9.0.1 

� Oracle Thin/XA driver 9.0.12

� Oracle Thin driver 9.2.0

� Oracle Thin/XA driver 9.2.02,4

� BEA WebLogic jDriver for 

Oracle3

WebLogic Portal は Thin ド ラ イバでのみ

動作確認されています。 WebLogic Server 
および WebLogic Integration は Thin/XA 
ド ラ イバで動作確認されています。

WebLogic Server で Oracle Thin Driver を
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法につい

ては、 『WebLogic JDBC プログラマーズ 
ガイ ド 』 の 「WebLogic Server でのサー

ドパーテ ィ  ド ラ イバの使い方」 を参照

して ください。 このドキュ メ ン トは次

の URL の WebLogic Server ドキュ メ ン

ト  セッ トから入手できます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/jdbc/thirdparty.ht
ml

表 12.  WebLogic Platform 7.0 SP2 のサポート対象データベース  タイプおよびド ライバ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注
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MS SQL Server 7.0 

Service Pack 32
BEA WebLogic jDriver for 
Microsoft SQL Server 

WebLogic Server 7.0 配布キッ ト同梱の 
BEA の WebLogic jDriver for Microsoft 
SQL は、 ピュア  Java の Type 4 JDBC ド
ラ イバであ り、 Microsoft SQL Server へ
の接続を提供します。

WebLogic Portal を除くすべての 

WebLogic Platform コンポーネン トは、 
Windows NT および Windows 2000 SP2 で 
Microsoft SQL Server 7.0 をサポート しま

す。

Microsoft SQL Server ラ イセンス機能は、

WebLogic Server をインス トールした 
BEA ホーム  ディレク ト リ内のラ イセン

ス  フ ァ イルにあ り ます。 例 :
c:¥bea¥license.bea

詳細については、 次の URL の
『WebLogic jDriver for Microsoft SQL 
Server のインス トールと使い方』 を参照

して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/mssqlserver4/index
.html

表 12.  WebLogic Platform 7.0 SP2 のサポート対象データベース  タイプおよびド ラ イバ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注
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サポー ト対象データベースおよびド ライバ
MS SQL Server 2000 

SP1 および SP25

� BEA WebLogic jDriver for 
Microsoft SQL Server 

� MS SQL Server Type 4 Driver 

for SQL Server 20003

WebLogic Server 7.0 配布キッ ト同梱の 
BEA の WebLogic jDriver for Microsoft 
SQL は、 ピュア Java の Type 4 JDBC ド
ラ イバであ り、 Microsoft SQL Server へ
の接続を提供します。

WebLogic Portal と  WebLogic Integration
を除くすべての WebLogic Platform コン

ポーネン トは、 MS SQL Server Type 4 
Driver for SQL Server 2000 をサポート し

ます。

Microsoft SQL Server ラ イセンス機能は、

WebLogic Server をインス トールした 
BEA ホーム ディ レク ト リ内のラ イセン

ス  ファ イルにあ り ます。 例 :
c:¥bea¥license.bea

詳細については、 次の URL の
『WebLogic jDriver for Microsoft SQL 
Server のインス トールと使い方』 を参照

して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-doc
s/wls/docs70/mssqlserver4/index
.html

Sybase 12.56 Sybase jConncet 5.5 Sybase jConnect 5.5 (jconn2.jar) は
weblogic.jar と共に

WL_HOME\server\lib フォルダ (where 
WL_HOME は WebLogic Server のインス

トール フォルダ ) にインス トールされま

す。 weblogic.jar のマニフェス トには

このファ イルが リ ス ト されており、

weblogic.jar のロード時 （サーバの

起動時） にロードできます。

1. WebLogic Server と  WebLogic Integration は Oracle Thin Driver for Oracle 8.1.7、 Oracle Thin Driver for
Oracle 9i Release 1 および Oracle Thin Driver for Oracle 9i Release 2 の、 XA バージ ョ ンおよび非 XA バー
ジ ョ ンの両方をサポート します。

表 12.  WebLogic Platform 7.0 SP2 のサポート対象データベース  タイプおよびド ライバ

データベース タイプ JDBC ドライバ 注
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サポート対象 Web サーバ

この節ではWebLogic Platform 7.0 でサポート される  Web サーバを示します。
表 13は、 WebLogic Platform 7.0 general availability (GA) リ リースでサポート さ
れる  Web サーバの一覧です。表 14は、WebLogic Platform 7.0 SP1 でサポート さ
れる  Web サーバの一覧です。表 15は、WebLogic Platform 7.0 SP1 でサポート さ
れる  Web サーバの一覧です。

リ リース 7.0 のサポート対象 Web サーバ

2. WebLogic Portal ではサポート なし

3. WebLogic Portal または WebLogic Integrationではサポート なし

4. Oracle Thin/XA Driver 9.2.0 と  Oracle 9.2.0 データベースおよびト ランザクシ ョ ンを使用した場
合の問題については、 次の URL にある WebLogic Server 7.0 SP2 『 リ リース  ノー ト 』 の 「確認
済みの問題」 を参照して ください。
http://edocs.beasys.co.jp/wls/docs70/notes/issues.html#jdriver_known_iss
ues_sp2

5. Microsoft が SQL Server 2000 SP2 で推奨している適切なパッチが適用されている こ と を確認
して ください。 詳細については、 http://support.microsoft.com を参照して ください。

6. WebLogic Integration または WebLogic Workshopではサポート なし

表 13.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リースでサポート される  Web サーバ

Web サーバ プラッ ト フォーム 注

Netscape 
Enterprise Server 
(iPlanet) 4.1

� Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

� Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

� Sun Solaris 7
Sun Solaris 8
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サポー ト対象 Web サーバ
サービス パック  1 のサポート対象 Web サーバ

次の表は WebLogic Platform 7.0 SP1 でサポート される Web サーバの一覧で
す。

Apache 1.3.13 � Sun Solaris 7
Sun Solaris 8

� Red Hat Linux 7.2

WebLogic Server はバー

ジ ョ ン 1.3.9 以上を認定

Microsoft Internet 
Information Server 
(IIS) 4.0 および 
5.0

� Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

� Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

WebLogic Portal はバー

ジ ョ ン 5.0 のみ認定

表 13.  WebLogic Platform 7.0 GA リ リースでサポート される  Web サーバ

Web サーバ プラッ ト フォーム 注

表 14.  WebLogic Platform 7.0 SP1 でサポート される  Web サーバ

Web サーバ プラッ ト フォーム 注

Netscape Enterprise 
Server (iPlanet) 4.1 
および Sun ONE 
Web Server 6.0

� Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

� Microsoft Windows 2000 
Server + Service Pack 2 以
降

� Microsoft Windows 2000 
Advanced Server + Service 
Pack 2 以降

� Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

� Sun Solaris 7
Sun Solaris 8

� HP-UX 11.0 および 11i

� IBM AIX 5L v5.1 ML1
BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 45



リ リース 7.0 SP2 のサポート対象 Web サーバ

次の表は WebLogic Platform 7.0 SP2 でサポート される Web サーバの一覧で
す。

� Apache 1.3.x

� Apache 2.0.x

� Sun Solaris 7
Sun Solaris 8

� Red Hat Linux 7.2

� HP-UX 11.0 および 11i

� IBM AIX 5L v5.1 ML1

WebLogic Server はバー
ジ ョ ン  1.3.9 以上を認定

Microsoft Internet 
Information Server 
(IIS) 4.0 および 5.0

� Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

� Microsoft Windows 2000 
Server + Service Pack 2 以
降

� Microsoft Windows 2000 
Advanced Server + Service 
Pack 2 以降

� Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

WebLogic Portal はバー
ジ ョ ン  5.0 のみ認定

Sun ONE Web 
Server 6.0

Red Hat Linux 7.2 

HP Apache-based 
Web server 
1.3.26.05

HP-UX 11i HP Apache-based Web 
server 1.3 と  WebLogic 
Proxy プラグインでの問題

を解決した リ リース  
1.3.26.06 は次のサイ トで

ダウンロードできます。

http://www.hp.com.

表 14.  WebLogic Platform 7.0 SP1 でサポート される Web サーバ

Web サーバ プラッ ト フォーム 注
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サポー ト対象 Web サーバ
表 15.  WebLogic Platform 7.0 SP2 でサポート される  Web サーバ

Web サーバ プラッ ト フォーム 注

Netscape Enterprise 
Server (iPlanet) 4.1 
および Sun ONE 
Web Server 6.0

� Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

� Microsoft Windows 2000 
Server + Service Pack 2 以
降

� Microsoft Windows 2000 
Advanced Server + Service 
Pack 2 以降

� Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

� Microsoft Windows XP

� Sun Solaris 7
Sun Solaris 8
Sun Solaris 9

� Apache 1.3.x

� Apache 2.0.x

� Sun Solaris 7
Sun Solaris 8
Sun Solaris 9

� Red Hat Linux 7.2

WebLogic Server はバー

ジ ョ ン 1.3.9 以上を動作確

認

Microsoft Internet 
Information Server 
(IIS) 4.0 および 5.0

� Microsoft Windows 2000 
Professional Edition + 
Service Pack 2 以降

� Microsoft Windows 2000 
Server + Service Pack 2 以
降

� Microsoft Windows 2000 
Advanced Server + Service 
Pack 2 以降

� Microsoft Windows NT 4.0 
+ Service Pack 6 以降

� Microsoft Windows XP

WebLogic Portal はバー

ジ ョ ン 5.0 のみ動作確認

Sun ONE Web 
Server 6.0

Red Hat Linux 7.2 
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サポート対象 Web ブラウザ

この節では、 WebLogic Platform 7.0general availability (GA) リ リース、 7.0 SP1
および 7.0 SP2 リ リースで、 アプレ ッ ト をサポートするためにサポートするブラ
ウザ バージ ョ ン と  Java プラグインを示します。

サポート対象ファイアウォール

WebLogic Platform は、 ファ イアウォールなど、 ネッ ト ワーク  プロ ト コルお
よび 7階層ネッ ト ワーク  モデルに適切に対応するデバイスをサポート しま
す。 BEA は、WebLogic Platform とネッ ト ワーク  デバイス間の通信の問題につ
いて根本原因分析を行い、 WebLogic Platform 製品側の問題には適宜対応しま

表 16.  BEA WebLogic Platform 7.0 リ リースのサポート対象 Web ブラウザ

ブラウザ r 必要なプラグイン WebLogi
c 
Platform 
7.0 GA

WebLogic 
Platform 
7.0 SP1

WebLogi
c 
Platform 
7.0 SP2

Microsoft Internet Explorer 5.0 
以上

Sun Java Plug-In 1.2 x x x

Sun Java Plug-In 1.3 x x x

Netscape Navigator 4.7 以上 Sun Java Plug-In 1.2 x x x

Sun Java Plug-In 1.3 x x x

Netscape Communicator 4.7 
for HP-UX 

— — x —

Netscape Communicator 6.2 
for HP-UX 

Runtime Plug-in for 
HP-UX Java editionは次
のサイ トから入手できま

す。

http://www.hp.com.

— x —
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デ ィ スク  スペース要件
すが、 ネッ ト ワーク  デバイス側の問題には対応できません。 次に挙げるファ
イアウォール テス トは WebLogic Platform で行われたもので、 参考情報と し
て示されています。

ディスク スペース要件

次の表に、 インス トール後の WebLogic Platform コンポーネン トのディ スク容量
の要件を示します。 表中の値に加えて、 インス トール プログラムの容量 （Web 
ダウンロードからインス トールする場合は）、 およびインス トール処理用の一時

ディ スク容量が必要です。 一般に、 インス トール プログラムは、 インス トール
されるファ イルに必要な一時容量の約 2.5 倍の容量を必要と します。

表 17.  WebLogic Platform リ リース 7.0 のサポート対象ファイアウォール

対象コンポーネン

ト  . . .
テスト済みファイアウォール . . . WebLogic 

Platform 
7.0 GA

WebLogic 
Platform 
7.0 SP1

WebLogic 
Platform 
7.0 SP2

WebLogic 
Integration

Checkpoint Firewall-1 Version 4.2 (
サービス  パッ ク 5)

x x x

Cisco Secure PIX Firewall Model 506 
Version 6.1 ( Microsoft IIS 5.0　 と
Windows 2000 Server Service Pack 2 
上で動作する WebLogic Server 7.0 
IIS Plug-In が必要 )

x x x

WebLogic Portal Checkpoint VPN-1 SmallOffice for 25 
IP addresses

x x x

WebLogic Server Checkpoint Firewall-1 version 4.1 — x x
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表 18.  永久的なディ スク容量の要件

製品 サブコンポーネント 必要なディスク容量

WebLogic Platform なし � Windows - 525 MB 
（JRockit 用の 35MB、
SDK 用の 60MB および
サンプル用の 125 MB 
を含む）

� UNIX - 500 MB
（JRockit 用の 41MB、
SDK 用の 50MB および
サンプル用の 180 MB 
を含む）

WebLogic Server 
（WebLogic Workshop と
併用）

サーバ � Windows - 215 MB 
（SDK 用の 35MB、 全
コンポーネン ト共通の 
30 MB を含む）

� UNIX - 180 MB （SDK 
用の 50MB、 全コン
ポーネン ト共通の 30 
MB を含む）

サンプル � Windows - 35 MB

� UNIX - 50 MB

WebLogic Integration サーバ � Windows - 185 MB 
（SDK 用の 35MB、 全
コンポーネン ト共通の 
30 MB を含む）

� UNIX - 216 MB （SDK 
用の 50MB、 全コン
ポーネン ト共通の 30 
MB を含む）

サンプル � Windows - 36 MB

� UNIX - 36 MB

ク ラ イアン ト 36 MB (Windows)
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以前のリ リースのサポート対象プラ ッ ト フォーム
以前のリリースのサポート対象プラッ ト

フォーム

WebLogic Platform 7.0 製品コンポーネン ト の前リ リースのサポート対象プラ ッ ト

フォーム情報は、 次のとおりです。

� WebLogic Server の動作確認状況のページには、 WebLogic Server 7.0 だけで

なく  WebLogic Server の以前の各リ リースのサポート対象情報も記載されて

います。 このページは次の URL にあ り ます。 

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/certifications/certificati
ons/index.html

� WebLogic Integration の以前のリ リースのプラ ッ ト フォーム  サポート情報は、

次の URL にあ り ます。

http://www.bea.com/products/weblogic/integration/supported_plat
forms.shtml

� WebLogic Portal では、 製品の各リ リースに対するインス トール ガイ ドの

「サポート対象プラ ッ ト フォーム」 の章にプラ ッ ト フォーム  サポート情報が

WebLogic Portal サーバ � Windows - 170 MB
（SDK 用の 35MB、 全
コンポーネン ト共通の  
30MB を含む）

� UNIX - 190 MB （SDK 
用の 50MB、 全コン
ポーネン ト共通の 
30MB を含む）

サンプル � Windows - 60 MB

� UNIX - 65 MB

EBCC � Windows - 60 MB

� UNIX - 62 MB

表 18.  永久的なディスク容量の要件

製品 サブコンポーネント 必要なディスク容量
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記載されています。 WebLogic Portal の以前のリ リースのインス トール ガイ

ドは、 次の URL の BEA e-docs WEb サイ ト から入手できます。

 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html
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日本語環境における動作

確認について
日本 BEA システムズ （株） では、 BEA で認定された多数のプラ ッ ト フォーム、

Java 仮想マシン （JVM）、 およびオペレーティ ング  システム  の組み合わせの中

から、 い くつかの環境に対して、 日本語環境での動作確認を実施しています。 日

本語環境における動作が確認された組み合わせを以下の表に示します。 

この表に載っていない組み合わせについても、 このマニュアルの中で認定されて

いるプラ ッ ト フォームについては、 BEA のサポートプラ ッ ト フォームに関する

方針に基づいて、 サポート を行います （BEA のサポートプラ ッ ト フォームに対

する方針については 「重要なサポート情報」 を参照して ください）。

また、 日本語環境における動作確認は、 継続して進めれており、 以下の表にない

組み合わせについても、 すでに動作確認作業が行われている可能性があ り ます。

詳細と最新情報については、 日本 BEA システムズ営業グループ、 もし くは、 販

売代理店にお問い合せください。

なお、 WebLogic Server の日本語環境における動作確認ついては、 WebLogic 
Server の 『動作確認状況』 を参照して ください。
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WebLogic Platform 7.0 SP1 の日本語環境における
動作確認状況

表 1.  WebLogic Platform 7.0 SP1 の日本語環境における動作確認状況

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

JDK DBMS

WebLogic Portal Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� MS SQL Server 2000

� Oracle 8.1.7

� PointBase 4.2

Solaris 8 JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� Oracle 8.1.7

� Oracle 9i Release2

RedHat Linux 7.2 JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� Oracle 8.1.7

HP-UX11i JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� Oracle 8.1.7

EBCC Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

WebLogic Integration Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 以降

JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� Oracle 9i Release2

� SQL Server 2000

Solaris 8 　 JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� Oracle 8.1.7
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WebLogic Workshop
（IDE）

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 

JDK 1.4.0 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

RedHat Linux 7.2 JDK 1.4. （製品に付
属しているバー

ジ ョ ン）

WebLogic Workshop
（RunTime)

Solaris 8 JDK 1.3. （製品に付
属しているバー

ジ ョ ン）

� Pointbase 4.2

RedHat Linux 7.2 JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� Pointbase 4.2

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 2 

JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� Pointbase 4.2

HP-UX 11.0

HP-UX 11.11

JDK 1.3.1 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

� Pointbase 4.2

表 1.  WebLogic Platform 7.0 SP1 の日本語環境における動作確認状況

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

JDK DBMS
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WebLogic Platform 7.0 SP2 の日本語環境における
動作確認状況

表 2.  WebLogic Platform 7.0 SP2 の日本語環境における動作確認状況

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

JDK DBMS

WebLogic Portal Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 3 

Sun JDK 1.3.1_06 � MS SQL Server 2000 SP1

� PointBase 4.2

BEA WebLogic 
JRockit 7.0 SP2 
1.3.1_06

� Oracle 9.2.0

Solaris 8 Sun JDK 1.3.1_06 � Oracle 8.1.7

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

BEA WebLogic 
JRockit 7.0 SP2 
1.3.1_06

� Oracle 8.1.7

HP-UX 11.11 HP JDK 
1.3.1.08-021127-23:
13

� Oracle 8.1.7

WebLogic Integration Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 3

Sun JDK1.3.1_06 � PointBase 4.2

� Oracle 9.2.0

� SQL Server 2000 SP1

Solaris 8 　 Sun JDK1.3.1_06 � Oracle 8.1.7

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

BEA WebLogic 
JRockit 7.0 SP2 
1.3.1_06

� Oracle 8.1.7

HP-UX 11.11 HP JDK 
1.3.1.08-021127-23:
13

� Oracle 8.1.7
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WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

JDK DBMS

WebLogic Workshop
（IDE）

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 3

JDK 1.4.0 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

JDK 1.4.0 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

WebLogic Workshop
（RunTime)

Solaris 8 Sun JDK 1.3.1_06 � Pointbase 4.2

Solaris 9 Sun JDK 1.3.1_06 � Pointbase 4.2

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

Sun JDK 1.3.1_06

BEA WebLogic 
JRockit 7.0 SP2 
1.3.1_06

� Pointbase 4.2

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 3 

Sun JDK 1.3.1_06

BEA WebLogic 
JRockit 7.0 SP2 
1.3.1_06

� Pointbase 4.2

HP-UX 11.11 HP JDK 
1.3.1.08-021127-23:
13

� Pointbase 4.2
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WebLogic Platform 7.0 SP4 の日本語環境における
動作確認状況

表 3.  WebLogic Platform 7.0 SP4 の日本語環境における動作確認状況

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

JDK DBMS

WebLogic Portal Windows2000 
Professional+ 
Service Pack 4

Sun JDK 1.3.1_08 � Microsoft SQL Server 
2000 SP3

BEA WebLogic 
JRockit 
7.0sp4-1.3.1_08

� Oracle 9.2.0

Solaris2.8 Sun JDK 1.3.1_08 � Oracle 9.2.0

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

BEA WebLogic 
JRockit 7.0 SP2 
1.3.1_06

� Oracle 8.1.7

HP-UX 11.11 HP JDK 
1.3.1.09-030418-12:
59

� Oracle 9.2.0

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

BEA WebLogic 
JRockit 
7.0sp4-1.3.1_08

� Oracle 8.1.7
6 BEA WebLogic Platform のサポート対象プラッ ト フォーム 



WebLogic Integration Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack4

Sun JDK 1.3.1_08 � Oracle 9.2.0

Solaris2.8 Sun JDK 1.3.1_08 � Oracle 9.2.0

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

BEA WebLogic 
JRockit 7.0 SP2 
1.3.1_06

� Oracle 8.1.7

HP-UX 11.11 HP JDK 
1.3.1.09-030418-12:
59

� Oracle 9.2.0

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

Sun JDK 1.3.1_08 � Oracle 9.2.0

WebLogic Workshop
（IDE）

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack4

JDK 1.4.0 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

�

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

JDK 1.4.0 （製品に
付属しているバー

ジ ョ ン）

�

WebLogic Platform
コンポーネント

オペレーティング 
システムとバー

ジョン

JDK DBMS
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WebLogic Workshop
（RunTime)

Solaris 8 Sun JDK 1.3.1_08 � Pointbase 4.2

Solaris 9 Sun JDK 1.3.1_08 � Pointbase 4.2

Red Hat Linux 
Advanced Server 
release 2.1

Sun JDK 1.3.1_08

BEA WebLogic 
JRockit 7.0 SP2 
1.3.1_08

� Pointbase 4.2

Microsoft Windows 
2000 Professional + 
Service Pack 4 

Sun JDK 1.3.1_08

BEA WebLogic 

JRockit 7.0 4 

1.3.1_08

� Pointbase 4.2

HP-UX 11.11 HP JDK HP JDK 

1.3.1.09-030418-12:

59

� Pointbase 4.2
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